
今の時代　地域支援に必要な引き出しとは・・ 
～　地域の学校にも様々な困りを持つ子どもたちが学習しています。 

ICT 機器にこだわりすぎると以外と見えてこない 

 Children First の支援を様々な視点で考えてみましょう!　～ 

 2019 東海カンファレンス

NPO法人　支援機器普及促進協会 

理事長　　高松　崇



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ法人　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部1年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Ice Break
特別支援学校の教員には分かりにくい支援



http://www.otchy.net/20090508/chanto-yomechau/

http://www.otchy.net/20090508/chanto-yomechau/


デジタル教科書は学習障がいの福音だが万能ではない：東大先端研の近藤氏

単一仕様のデジタル教科書だけで、あらゆる障がいに対
応することは無理だと考える。近藤氏の懸念は、“デジ
タル教科書があるから十分だろう”という風潮になり、
学校現場で児童生徒の個別のニーズに応じた支援が進ま
なくなることだ。 
「障がいのある児童生徒に対して、皆と同じタブレット
とデジタル教科書を配布して“これを使いなさい”と言う
のは間違い。その子が使いやすい、自分に合ったツール
で教科書を使えるように、配慮しなくてはいけない」
（近藤氏）。そのために、教科書のデジタル化にあたっ
ては、特定のセットものを配布するだけでなく、デジタ
ルデータを個別ニーズに合わせて柔軟に転用できる運用
を用意しておくべきだと考える。
さらに、教科書を音声再生して学習する環境があっても、学力を評価するテストは紙の印刷物のみ
で実施されるケースが多い。デジタル教科書による情報をインプットする仕組みと平行して、試験
問題の読み上げや、解答を音声やキーボードで記入することへの配慮など、情報をアウトプットす
る仕組みの整備を進める必要があると近藤氏は強調する。「障がいのある児童生徒が個々に最適な
ツールで学び、学力を適切に評価されて、進学や社会参加の道が広く開かれるようになってほし
い」（近藤氏） https://japan.zdnet.com/article/35067036/ より抜粋

https://japan.zdnet.com/article/35067036/


Chapter 1
Academic Skills

学習に対する抵抗感の壁を下げる



英語



読む



書く



計算



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
代替手段のない時代には必須 
今の時代はコンビニエンス(便利)

Academic Skills
学び方が違う



Chapter 2
合理的配慮と基礎的環境整備

当事者以外の課題の方が圧倒的に多い



合理的配慮



基礎的環境整備



Chapter 3
学習に立ちはだかる壁



本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト

壁（困り）の超え方



よじ登る（訓練する）
とにかく自力で目の前の壁を超える



持ち上げてもらう（力を借りる）
壁を低くして自力で超えやすくする



回避する（代替手段）
壁を迂回して自力で壁の向こうへ



壊す（ルールを変える）
壁じゃなかったんだ！

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない



Chapter 4
困難さ



読むこと



音声読み上げの支援が
あれば解決する？！



どんな支援が必要？



座る



ルビふり



スリット





AMIS



ペン型ワイヤレススキャナー



書くこと



キードード入力を認め
れば解決する？！



どんな支援が必要？



体幹の保持



尺側の分離

https://www.kagawa-edu.jp/takayo01/kyouikusoudan/siendayori_part2.pdf

https://www.kagawa-edu.jp/takayo01/kyouikusoudan/siendayori_part2.pdf


持ち方矯正



プリント拡大



かけ算　筆算補助





　mazec手書き（アプリ）



聞くこと



ボイスレコーダーで録
音すれば解決する？！



音声を文字化すれば 
解決する？！



どんな支援が必要？



カクテルパーティー効果

https://yuji-hirano.com/cocktail-party-effect-2/

https://yuji-hirano.com/cocktail-party-effect-2/


カクテルパーティー効果

https://yuji-hirano.com/cocktail-party-effect-2/

https://yuji-hirano.com/cocktail-party-effect-2/


ノイズキャンセリングホン





Chapter 6
まとめ



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 

ICT機器って一見便利に見えますよね！ 



ICT機器は基本便利ではなく不便！！ 

便利かどうかはTPO次第 

自分で選択できる力が必要！ 



大切なことは 

何故・どんな事に困ってる？！ 
じっくり 
観察(Check) 

⇓ 
丁寧に 

アセスメント（Action) 
⇓ 

しっかり 
支援計画の策定（Plan) 

⇓ 
すばやく 

支援の実施（Do) 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



参考図書



ICT機器を利用することは一見便利そうですよね！ でも私にとっては結構不便なものです。

ICTは便利！ というのはある意味その通りですが、

ちょっと見方を変えれば別の側面が見えてきます。

タブレット端末が世間に出て10年という節目に改めて考えてみましょう。



https://www.kokuchpro.com/event/c2c175c508b3279844f00167b260838d/

https://www.kokuchpro.com/event/c2c175c508b3279844f00167b260838d/








東京大学先端科学技術研究センター　　関連



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・ス
マートフォン等の情報端末の活用が障害
を持つ子どもたちの生活や学習支援に役
立つことを目指し2009年6月から「あき
ちゃんの魔法のポケットプロジェクト」
をスタートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種 魔法の言葉

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



h"p://npo-atds.org	

h"ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi


